
55 56

サ
ー
ビ
ス
業（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）

当社は「あなたの大切なものを守ります」というコンセプト
で、お客様の保有する機密文書等の抹消、機密文書やデジ
タルアーカイブのお預かりサービス、物品保管の３つの事
業を行っています。当社の理念には、仕事・家庭の他に「第
三の空間を持て」というものがあり、これまでもライフ・ワー
ク・バランスを重視してきました。現状、営業部のモバイル
勤務はかなり定着し、残業もほぼゼロに近い状態をキープ
しています。しかし、若いスタッフが多く活躍する中で、社員
が出産を迎えたのを契機に、社内の休暇制度を見直すこと
になり、そこからテレワークの検討も始まりました。子供の
急病等で有給休暇を全て消化してしまい欠勤となるケース
もあり、子育て世代への支援を命題としてモデル実証事業
に参加しました。

モデル実証事業では、在宅勤務は２か月間、週に1回行い、

同時にサテライトオフィス勤務も取り入れました。本社の営
業部、システム部、管理部、総務部の社員計9名で行いまし
たが、ノートパソコン・タブレット端末・スマートフォンの貸
与やチャット、カレンダー等のグループウェアの導入といっ
た環境は既に整っていたのでスムーズに始められたと思
います。在宅勤務については、最初は実施日を1週間前ま
でに申請するルールで取り組みましたが、子供の通院や荒
天等、利用したい条件は突発的に発生するという現場の声
があり、前日の夕方までに申請する方法に変更しました。セ
キュリティ面で多少作業範囲は限られますが、事務作業や
お客様対応を含め、通常業務をほとんどそのまま実施でき
ました。在宅勤務時に行ったWeb会議では、音が聞きづら
いという声もありましたが、ヘッドセットを準備することで改
善を図りました。サテライトオフィス勤務は、初めこそ短時
間の利用で試行しながら活用していましたが、カフェよりも
静かで環境が良く、隙間時間を有効に使うことができるこ
とが分かり、生産性が上がったと非常に好評でした。
一定の勤務時間内で一人ひとりが、より生産性を高め、成
果を生み出すためにはテレワークは有効だったと実感して
います。初めて使うツールや制度は、最初は戸惑いもありま
すが、何度か経験してみるうちに利用者が利便性を実感し、
現場で有効活用できるようになると思います。

回収や機械作業を行うにはマンパワーが不可欠で、在宅勤
務には不向きです。資料・報告書作成等、業務範囲を絞った
形の在宅勤務を採用するか、休暇の充実といった別の制度
を採用するかを考えることが次のステップとなっています。

モデル実証事業に参加して、テレワーク制度が社員一人ひ
とりの生産性向上に有効であると感じています。契約書等、
紙で行う業務はまだありますが、当社は決裁の電子化が進
んでいることも有効である理由の一つです。また、電話転
送の活用等、当社に合いそうな他社の取組事例も知ること
ができました。今回の取組を速やかに検証し、社内整備を
行いながら2019年5月には本格導入する予定です。まず１
年間は子育て世代に限定して取り組み、そこから段階的に
枠を広げていくことで、社員全員が利用できる、不公平感
のないテレワーク制度を目指していきます。

働きやすさを見える化するため、当社ではES調査を行い
ました。その次の一手として考えているのがテレワークで
す。当社は80名の会社ですが、グループウェアや顧客管理
ツールに関して、大企業が使用するようなものを導入・運用
することで企業成長を目指す経営方針を取っています。そ
のため、モデル実証事業でご紹介いただいた最新のチャッ
トツールやWeb会議は今後の検討材料として参考になり
ました。テレワークの導入がスムーズになり、ESが向上する
と考えています。

今後の課題に感じているのは、ドライバー業務や構内作業
のスタッフについてです。当社の看板商品である機密回収
ボックスは現在12,000事業所の導入実績があります。その
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ライフ・ワーク・バランスを第一に考えながら、
限られた時間で仕事の成果を最大化

安全・手軽に機密文書を破棄できる「保護くん」

株式会社日本パープル

●本社所在地：〒107-0052 
　東京都港区赤坂8-5-6 翻訳会館3階
●従業員数：80名
●事業内容：データセキュリティ及び業務支援、
　機密抹消・リサイクルサービス、文書・物品保管
　サービス、文書情報管理サービス、教育・コンサル
　ティング、宅配収納サービス「AZUKEL（アズケル）」
●URL：https://www.mamoru-kun.com/company/

会社概要

（左より）
ソリューション統括部 コンサルティング 

サポートチーム　中島 里菜 様
社長室 兼 事業推進統括部 

ゼネラルマネージャー　白石 大輔 様
ソリューション統括部 ソリューション第一チーム

マネージャー　大井 和也 様
ソリューション統括部 ソリューション第一チーム

泉 正浩 様

経営
課題 解決ポイント子育て世代の支援とES（従業員満足度）の向上

モデル実証事業では、営業部、システム部、管理部、総務部等、幅広い関連部門から成る検証
チームを立ち上げ、随時テレワークに関する課題を共有し、解決していきました。多様な部署か
ら検証チームを作ることはテレワーク導入をお考えの企業にも有効です。検証チームは現場
の社員だけではなく、管理者を含めることをお薦めします。これにより、横断的な情報を集める
ことができ、検証チーム自体のテレワーク理解度を深めると同時に、課題が出た時に素早い対
応が可能になります。また取組が全社で共有しやすくなることもポイントです。

経営課題 導入効果導入概要
■子育て世代のライフ・

ワーク・バランスを整える
■テレワークによる柔軟な

働き方でES向上を図る

■サテライトオフィスによ
る時間の有効活用

■テレワーク実施時の一人
当たりの生産性向上

■本社勤務の営業部４名、バックオフィス5名計
9名を選定

■２か月間、週に１回、貸与したノートパソコンか
らVPN＊で社内サーバーにアクセスし、在宅
勤務を実施

■営業担当の社員がサテライトオフィスを利用

在宅勤務にて業務中の社員

残業ゼロ、生産性向上のために
テレワークが有効だと実感

社員の育児休業を機に
子育て世代の働き方を検討

不公平感をなくすことが今後の課題

会社規模に捉われないツール活用により
ES向上で企業成長を

モデル実証を終えて

他社の事例も参考に 
当社らしいより働きやすい職場環境へ

在宅勤務 モバイル勤務 ライフ・ワーク・
バランス

生産性向上 育　児サテライト
オフィス勤務

注釈（＊）の用語解説はP57をご覧ください。


